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⒂ 周耀宏「新常態視閾下馬克思主義意識形態話語権
的建構」『東方論壇』2016年第1期。
⒃ 蘇星鴻「構建当代中国馬克思主義国際話語権的可
能性和必要性」『南華大学学報（社会科学版）』第
16巻第6期、2015年12月。
⒄ 2014年11月の中央対外事務政策会議で習近平は
「中国は自らの特色ある大国外交を行わなければ
ならない。実戦経験を総括したうえで、対外活動
理念を豊かにし、発展させ、中国の対外活動が鮮
明な中国の特色、中国のスタイル、中国の風格を
唱えるようにする必要がある。中国共産党による
指導と中国の特色ある社会主義を堅持し、中国の
発展路線、社会制度、文化伝統、価値観念を堅持
する必要がある」と述べた。
⒅ 楊潔勉「中国特色大国外交話語権的使命与挑戦」
『国際問題研究』2016年5期。
⒆ 毛跃「論社会主義核心価値観的国際話語権」『浙
江社会科学』2013 年第7期。
⒇ 胡為雄「馬克思主義的価値観及其『普世価値』研
究与論争的回顧」『湖北社会科学』2014年第10期。
《参考資料》
① 張濚麟・康風雲「『普世価値』研究述評―基于
近五年来国内学者的研究成果―」『汕頭大学学
報（人文社会科学報）』第29巻第2期、2013年。
② 清水美和「胡錦濤『和諧』路線の挫折」『国際問題』
日本国際問題研究所、No.581、2009年。
③ 渡辺紫乃「中国の対外援助の拡大と国際開発援助
の限界」『東洋文化』東京大学東洋文化研究所、
第97号、2017年3月。
④ 兪敏浩「第2章　国際社会における日中関係―
グローバル・ガバナンスの視点から―」兪敏
浩・今野茂充編『東アジアのなかの日本と中国
―規範・外交・地域秩序―』晃洋書房、2016
年。
⑤ 高木誠一郎「中国外交の新局面―国際『話語権』
の追求―」『青山国際政経論集』青山学院大学
国際政治経済学会、85号、2011年9月。
るいは300人余りといわれている。
⑸ ただし管見の限りでは習近平政権の下で「社会主
義の核心価値」という用語に対する言及は減少し、
マルクス主義の価値として論じることが増えた。
⑹ 日本を含む「西洋」 諸国に対する排外的な言論や
「西化、分化」について、詳細は江藤名保子「中
国の公定ナショナリズムにおける反『西洋』のダ
イナミズム」『アジア研究』第61巻第4号、2015年
10月。
⑺ 「新左派」は経済的な格差の拡大を批判し、経済
の「結果の平等」を重視する。市場経済化のゆが
みが不公正をもたらしたとの観点から、強い権限
をもった政府が問題を解決すべきだとする。
⑻ 該当部分の執筆は王紹光が中心となって執筆した。
胡鞍鋼・王紹光・周建明・韓毓海『中国の発展の
道と中国共産党』（中西真訳）日本僑報社、2016年。
⑼ 「歴史的虚無主義」（歴史的ニヒリズム）は歴史問
題に関する党の公式な解釈を否定する考え方を、
批判的に指摘する用語である。
⑽ 改革派のジャーナリスト高瑜が国家機密漏えいの
罪に問われて2015年4月に懲役7年の実刑判決を受
けたのは、「9号文件」を外国メディアにリークし
たためだとされる。これがいかに敏感な問題であ
るかの表れである。
⑾ 川島真は、既存の秩序に対する中国のスタンスは
現実的な利益に基づいて個別に異なることから、
「中国がいかなる場合に挑戦者になり、いかなる
場合に修正者、貢献者になるのかということを把
握し、その上でそれぞれのケースごとに対応する
ことが重要だ」と指摘する（川島真『21世紀の「中
華」―習近平中国と東アジア―』中央公論新社、
2016年）。
⑿ 日本語の「論説権」に近いが、政治性の強い用語
であるため本稿では原文のまま「話語権」と表記
する。
⒀ 国務院新聞弁公室「話語体系建構的核心要義与内
在逻輯」（http://www.scio.gov.cn/zhzc/10/
Document/1514428/1514428.htm）。
⒁ 習近平講話の引用は「（授権発布）習近平：在哲
学社会科学工作座談会上的講話（全文）」を参照
（http://news.xinhuanet.com/politics/2016-05/18/
c_1118891128.htm）。
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［付記］本原稿の30～32ページにおける分析は、筆者による既発表の報告書「習近平政権の世論対策に内在する
ジレンマ」（日本国際問題所「国際秩序動揺期における米中の情勢と米中関係 中国の国内情勢と対外政策」プ
ロジェクト、2017年3月刊行）に依拠するものである。また本テーマに関して、コラム「習近平政権の『話語体
系建設』が目指すもの――普遍的価値への挑戦となるか」（東京財団ホームページ、2017年7月25日）において
考察した。（2018年4月13日追記）
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